



























































































第 1 図　NZ の地理的位置と概略地図











































第 2 図　島国・NZ の地史的な成立過程




島の 11.6 万 km2 に対して南島はやや大きく 15.1
万 km2 の広さを有している．これに周辺の島々











































































第 4 図　NZ の主要な活断層の分布（左）と 1848 ～1994 年間に発生した浅発地震の震央分布と発生年次（右）
［Macaulay‌et‌al.‌:‌1996 に拠る］
写真 1　NZ の首都ウェリントンを南北に貫くウェリントン断層






















（Christchurch） 付 近 で 発 生 し た

























































































































地点＼月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 年
オークランド 気 温 19.5 19.9 18.4 16.0 13.5 11.7 10.8 11.6 12.9 14.2 16.3 18.3 15.3
（37 S, 174 E） 降水量 71.8 71.0 77.7 87.9 94.4 98.6 119.2 124.2 82.2 76.9 78.2 94.8 1076.9
小名浜 気 温 3.8 4.0 6.6 11.3 15.2 18.4 22.0 24.2 21.5 16.4 11.1 6.4 13.4
（37 N, 140 E） 降水量 52.8 58.0 107.5 125.3 142.0 148.7 150.4 135.5 188.2 173.8 82.4 44.4 1408.9
クライストチャーチ 気 温 17.0 16.6 14.7 11.9 9.0 6.4 5.8 7.2 9.3 11.2 13.4 15.5 11.5
（43 S, 172 E） 降水量 36.5 41.2 46.4 42.0 61.4 50.2 65.7 63.4 40.6 48.6 46.8 50.0 592.8
札幌 気 温 －3.6 －3.1 0.6 7.1 12.4 16.7 20.5 22.3 18.1 11.8 4.9 －0.9 8.9
（43 N, 141 E） 降水量 113.6 94.0 77.8 56.8 53,1 46.8 81.0 123.8 135.2 108.7 104.1 111.7 1106.5
［理科年表／平成 27 年版による］

































































































第 8 図　NZ 南島の東西方向の地形横断面（第 1 図の A ～ B 間）における
土壌・植生の分布（b）とそれに沿う年降水量分布（a）
［Molloy:‌1993 に拠る］
第 9 図　NZ 近傍の予想天気図と NZ の気温，降水の予想分布図
（1998 年 3 月 24 日）














































































































































1909 年，‌1921～1934 年，1946～1951 年，1965～

























































第 13 図　NZ 近傍における主要な平均海面気圧の偏差分布（hPa）型と卓越風との対応
［Hooker：1995 に拠る］





































　ENSO 現象と NZ の天候との関係を報じた
Gordon（1986）の研究はその視座から見逃せな
い．そこでは NZ 近傍の海面気圧と‌SOI7）との相
















第 15 図　SOI の経年変化（1980 ～2010 年）
（図のプラスがラニーニャ，マイナスがエルニーニョを示す）
［気象庁に拠る］

























集まる．第 15 図がその結果である．SOI は周期
性を示しつつも，1980 年代以後に大きな負の値
を示す時期が多い．具体的には 1983 年や 1987 年，
それに 1990 年代は連続して，さらに図からはみ


























第 17 図　南アフリカ周辺における湿潤期間（左：1972 ～1973 年）と乾燥期間（右：1970 ～1971 年）における
平均海面気圧偏差図（上）と 500 hPa 面の気圧偏差図（下）
［Miron‌&‌Tyson：1984 に拠る］
平均海面での気圧偏差




































































































































































































 2）‌ 日本標準時よりも 3 時間早い．ただし，10 月上
旬から 3 月中旬まで，NZ はサマータイム制を導入
するので，その時差は 4 時間となる．
 3）‌ 2015 年時点で国の人口は約 460 万人であり，最
近の 20 年間で‌100 万人ほど増加している．その‌
2 ／3 ほどは北島に居住している．
 4）‌ この Napier の港から日本向けにパルプの原料で
あるチップを積み出すが，その結果の製品を日本の
O 社は“nepia”と命名して販売している．
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